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水の事故など身の回りの危険から子どもを守るための知識を身につけてもらおうと、西条

市で、保育士や保護者などが子どもの事故防止について学ぶ講座が始まりました。 

 

この講座は、西条市が愛媛大学と連携して新たに開設し、初回の１３日は保育士や保護者な

ど、およそ４０人が参加しました。 

この中で、愛媛大学法文学部の教授が、子どもの安全に関する条約や法律があることを紹介

し、保育や教育に携わる大人は、子どもの安全を確保するために具体的な備えが求められて

いると説明しました。 

その上で、子どもの安全は、いかなる事情があったとしても最も優先されるべきものだとし

た上で、被害が大きくなりやすい水遊びや睡眠の際の安全対策や子どもが利用する施設の

安全点検などを徹底するよう呼びかけました。 

西条市は、平成２４年に、幼稚園の行事で市内の川を訪れていた５歳の男の子が流されて死

亡した事故を教訓に、子どもの安全を守る取り組みを積極的に進めていて、今回の取り組み

もその一環です。 

さらに市は年１回開くこの講座と、子どもの安全対策に関するセミナーを合わせて４回受

講した人を、「子ども安全管理士」に認定する制度も始めていて、愛媛大学によりますとこ

うした認定制度が市町村で導入されるのは四国では初めてで、全国でも２例目だというこ

とです。 


